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-小学校で日曜参観

塩尻小学校で 6月 4日、日曜参観が行

われました。ここ一年生のクラスでは

授業終了後、ゲームなどをしてお 父さん

やお母さんといっしょに楽しいひととき

を過ごしました。最初はやや緊張気味で

したが、次第に打ち解け、笑顔と歓声が

教室中にあふれました。

市民と市長の日 7月1日仕)午前 9時から正午まで、市役所 3階市長室で行い ます。お気軽にどうぞ



" 

い
仲
居罰

(2J 

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

息もぴったりのジャズダンスクラブ。汗を流したあとの気分はそ

う快です。 7月からはホームに冷房設備が入るのでより快適に

共
通
の
趣
昧
を
持
つ
仲
間
が
ほ
し
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
だ
い
、
料
理
を
習
い
だ
い
な
ど
|

|
仕
事
以
外
に
何

か
熱
中
で
き
る
も
の
を
、
と
考
え
て
い
る
若
者
は
多
い
は

ず
:
・
。
で
も
¥
伺
か
し
だ
い
と
思
っ
て
も
、
な
か
な
か
一

人
で
は
で
き
な
か
っ
だ
り
¥
長
続
き
し
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
と
き
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
が
あ
役
に
立
ち
ま
す
。
今
回
は
、
ホ
ー
ム
の
事
業
や

魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

仲
間
の
輪
が
広
が
る

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

は
、
趣
味
や

学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
ふ
れ
あ
い
の
場

で
す
。
職
種
の
違

っ
た
立
場
の
人
た

ち
と
出
会
い

、
快
い
汗
を
流
し
た
り

学
習
し
た
り:・
。
同
じ
も

の
を
対
象

に
興
味
を
持
つ
仲
間
が
楽
し
く
活
動

す
る
中
に
、
人
の
和
が
生
ま
れ
、
人

の
輪
が
広
が
り
ま
す
。
あ
る
グ

ル
ー

プ
の
参
加
者
は
、

「
知
識
や
技
術
の

• 
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仁〉 ところ 上田市二の丸 3-23

[>開館 月脳~土曜日 、午後 1時-10

H寺 (fi⑫7117)

毎週日曜日、年末年始、 国民

の祝 祭 日

[>利用できる人 市内に住んでいる人ま

たは市内事業所で働く 29歳ま

での勤労背 少年

ホームにある申込書に記入し

f是出し てく ださい。

館

[>手続き

[>休

向
上
も
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
そ

れ
よ
り
人
と
の
交
流
が
楽
し
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
に
は

次
の
講
座
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

-
教
養
講
座

(
教
室
)

「
何
か
を
学
び
た
い
」
|
||
そ
ん

な
若
い
あ
な
た
に
場
所
と
機
会
を
提

供
。
学
ぶ
楽
し
さ
を
身
に
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
茶
道
、
生
け
花
、
料
理
、

硬
式
テ
ニ
ス
、
太
極
拳
な
ど
で
、
そ

の
つ
ど
広
報
な
ど
で
募
集
し
ま
す

0

・
サ
ー
ク
ル
(
ク
ラ
ブ
)

ホ
ー
ム
に
は
、
講
座
が
終
了
し
て

も、

引
き
続
き
自
主
活
動
を
行
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
卓
球
、
空
手
、

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
英
会
話
、
生
け
花

な
ど
で
、
入
会
は
い
つ
で
も
ど
う
ぞ

0

・
利
用
者
協
議
会

利
用
者
全
員
で
構
成
す
る
利
用
者

協
議
会
で
は
、
他
の
教
室
や
ク
ラ
ブ

の
人
た
ち
と
の
交
流
が
図
れ
る
よ
う

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
、

ホ
ー
ム
祭、

ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
。



う
る
お
い
の
あ
る
人
生
に

だ
れ
も
が
「
何
か
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
強
く
抱
く
と
き
が

あ
り
ま
す
。
若
け
れ
ば
な
お
さ
ら
で

し
ょ
う
。
ま
ず
、
こ
の
素
直
な
気
持

ち
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。
「め

ん
ど
う
だ
」
「
お
っ
く
う
だ
」
と
い

う
感
情
が
そ
れ
を
妨
げ
、
足
踏
み
，
を

し
て
い
る
人
が
多
い
の
も
事
実
だ
と

思
い
ま
す
。

毎
日
が
自
宅
と
職
場
の
往
復
だ
け

で
は
、
何
か
も
っ
た
い
な
い
気
も
し

ま
す
。
や
は
り
、
若
い
う
ち
か
ら
人

と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
、
趣
味
に
没

新しい自分を見つけよう

渡辺守幸さん(北御牧村)

一利用者協議会長一

ほとんどの人が会社関係の

人間づきあいの枠で終わって

いることが多いと思います。

ぼく自身、ホームを利用するようになって、い

ろいろな人と出会い新しい仲間ができました。

始めは「何かやってみたい」という単純な発想

から 。あな たも新しい自分を発見しませんか。

英
会
話
を
熱
心
に
学
ぶ
皆
さ

ん
。
職
場
以
外
の
友
だ
ち
が
で

き
る
の
も
魅
力
の
一
つ

疲れも吹き飛ぶ

大久保千穂さん(大屋)

一太極拳教室一

会社の友人といっしょに申

し込みまじた。太極拳は見た

目よりもけっこう体を使うし 、

集中力が養われます。女性にはうってつけです

ね。いろいろな型を覚えながら、みんなで汗を

流す、そんな一体感が何ともいえません。仕事

の疲れも吹き飛びます。

ラグ法王講座の受伊集
t対象市内にお住まいか、市内事業所に

勤務する29歳までのかた t募集講座 別表

のとおり P申し込み 6月2211;ユ
:22二百戸527ti草川官)

! な広交考伸て すのなうほしぜす頭
i可げ 流 え ば い さ 。英いるどいひ時す
1能たすや しるあ 気でお、と取間る
j性りる経てあ、 としいそ思りな時
ーが深こ験みな足 なよがのっ入ど間
iあめとをまた踏 りう生人これiるた で 、 せ 、 み 活かまのとた日ス

のり、いんホ状 力 。れ人がい常ポ
! でで今ろか l態 にそて生多もの l
iすき ま い 。ム で なれくにけの生ツ
! 。るでろあまく るがるゆれで活に
曲 、以ななです は明のとばすの汗i そ上人た足ぶ ず日でり多 。中を
! んにとのをつ でへはやい楽に流

楽しく学べる

横関洋子さん(左・下之郷)
和田多い子さん(右・上常田)

一卜ラベル英会話教室一

講師から話しかけられると

「恥ずかししりという気持ち

が先行してしまいドキドキ。

国民性の違いなのでしょうね。短時間(1時間)

で楽しく会話が学べるし、友だちもできそう 。

今日習ったところは、次固までに覚え、簡単な

会話を早くマスターしたいと思っています。

仲間と汗を流す

市瀬常在さん(常磐町)

ーバドミントンクラブー

友人に「やってみないか」

と誘われて、 2年。毎週勤労

者体育センターで汗を流して

います。活動するには居心地がよいクラブだし、

毎回エ ンジョイ しています。今 日、新しいメ ン

ノ〈ーが 2人入りました。けっこう、口こみで来

る人が多いようです。

[3] 広報うえだ1.6. 16 



市では、皆さんに財政状況を理解し

ていだだくだめ、毎年上半期と下半期

の 2回、定期的に内容をお知らせして

います。今回は、昭和63年度下半期の

会計別収受状況、地方債現在高、 一時

借入金、市青財産の状況についてです。

〈平成元年 3月31日現在〉

⑧万円未満は四捨五入しであります。

昭和63年度下半期(10月---3月)

667万円 (95.6%)

2311意4，939万円

|97憶 1，613万円

85.2% 

13億他のそ

15億6，477万円 (95.3%)

17億 921万円 (94.1%)

19億9，701万円 (73.5%)農林水産業費

費生衛

費工商

ーーーー」‘

般
会
計
は
・
:

その他 16億7，742万円 (102.5%)

分担金及び負担金 7億5，945万円 (84.8%) 

県支出金 9億4，300万円 (49.0%) 

市 債 13億9，721万円 ( 8.8%) 

諸収入 15億4，553万円 (14.3%) 

地方受{寸税 16億5，050万円(103.6%)

国庫支出金 18憶 703万円 (73.8%) 

f 

市 平片

133億6，925万円 (99.4%)

231億4，939万円

|95億 382万円

84.3% 

28億4，696万円 (93.4%)

23億9，522万円 (99.7%)

41憶4，299万円 (57.1%)

44億2，151万円 (86.6%)

27億6，505万円 (96.1%)費

費

費

費

費

務

育

木

債

生

総

公

教

土

民

予
算
現
額
に
対
す
る
収
入

率
と
執
行
率
の
グ
ラ
フ
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川
次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

川
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
マ
第
五
中
学
校
昭
和
六
十
三
年
度
卒

川
業
生
父
母
代
表
小
野
敬
子
様
校
歌

山
額
一
展
第
五
中
学
校
へ

川
マ
幅
五
味
楽
器
庖
様
長
胴
太
鼓
一

川
式
第
六
中
学
校
へ

川
マ
宮
沢
輝
彦
様
(
小
泉
)
ス
テ
レ
オ

川
ス
ピ
ー
カ
ー

一
対
第
六
中
学
校
へ

川
マ
小
泉
邦
子
様
(
小
泉
)
顕
微
鏡

川
一
個
、
化
学
天
ぴ
ん
一
個
な
ど
第

川
六
中
学
校
へ

川

マ

大

沢

幸

様

(

小

泉

)

鉄

鉱

石

川
標
本
一
セ

ッ
ト
第
六
中
学
校
へ

川
マ
清
水
美
紀
、
茂
、
智
明
様
(
生
塚
)

川
二
万
五
千
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

川
金
と
し
て

川

マ

置

名

二

十

五

万

円

社

会

福

祉

川
基
金
積
立
金
と
し
て

川
マ
上
小
教
育
会
石
井
鶴
三
美
術
館
様

川
「
石
井
鶴
三
全
集
」
全
十
四
巻

川
マ
上
田
市
観
光
会
館
売
唐
運
営
委
員

川

会

様

十

一

万

円

観

光

会

館

へ

川
マ
小
井
土
昭
二
様
(
下
川
原
柳
町
)

川
図
書
二
十
九
冊
北
小
学
校
へ

川
マ
高
田
和
幸
様
(
名
古
屋
市
南
区
)

川
五
十
万
円
報
思
寮
施
設
整
備
費
に

川
マ
阿
部
新
太
郎
様
(
上
常
国
)

川
じ
ゃ
く
二
羽
動
物
園
へ



公営企業会計は・・・
収入 支出

収
企業名 (予算現額) (子算現額)

ーーー.ー・ーー--ーー ーーー』ー ー ーーー・ーーーーーー-ーー-ーー--

益 (収入済額) (支出済額)

的
産院事業

2億2，655万円 2億2，655万円

収
ーーー - - - ー ー - ーー---晶ーー・ー ーーー 』ー・4 ・ ーーー ・ーーーー---

2億1，326万円 2億2，285万円
支

15憶1，900万円 15憶し782万円
水道事業 ーーーー.ーー.ーーー ー・ー ーーーー ーーーー ー・・ーー，ー.ーーーー--

15億3，285万円 15億 500万円

支出済額

特別会計は
収入済額予算現額名

t
十

1
・

==ロAQ
E
 

36億4，857万円37億3，582万円441意9，330万円国民健康保険事業

3，306万円3，923万円3，912万円交通災害共済事業

収入 支出

(予算現額) (予算現額)
資 企業名

(収入済額) (支出済額)本
355万円 760万円的

産院事業
355万円 760万円U文

支
5億1，179万円 81意1，879万円

水道事業
5憶1，450万円 8億1，762万円

31意6，590万円21意 942万円3億6，909万円
同和地区住宅新築

資金等貨同事業

9，312万円l億9，760万円l億9，760万円土地取得事業

18億6，272万円7憶5，874万円23億5，070万円公共下水道事業

40憶し417万円38億 418万円44億6，444万円老人保健事業

l億1，760万円348万円11意l億2，049万円
福祉事業

センタ一事業

塩田育線服送

電 話 事業
4，730万円4，594万円5，089万円

11意1，300万円2，285万円21意4，009万円農業集落排水事業

102億9，544万円89億1，726万円123億2，572万円計，6. 

ロ

177億5，504万円

84億6，866万円

262億2，370万円

-有価証券

6，337万円

ぁ白§

地方債現在高

一般会計

特別会計

〈合計〉

市
有
財
産
の
状
況
は
・
・
.

一時借入金現在高

-住宅
(敷地)
22万6，871m' 

(建物)
6万 643m'
E三三三言ミ

鯉甑

附
弘
&一
F
E
E
T

地

m-一
n『
d

r
、

円
引
ジ

ny

-一泊

工
問
議
務
日
い

• 

-山 林

1，675万9，640m'

鍛ドぐ
安長郷Q

青
少
年
健
全
育

23億円

川

マ

匿

名

三

万

円

川
成
基
金
と
し
て

川
マ
貰
名

屋

外

用

時

計

一

個

自

然

川

運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ

川

マ
根
津
酸
素
掛
様
六
十
五
万
円

川

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

川
マ
上
回
日
本
無
線
生
活
協
同
組
合
様

川
一
万
五
千
円

社
会
福
祉
基
金
積
立

川

金
と
し
て

川
マ
働
富
士
銀
行
長
野
支
唐
様

交
通

川

事
故
傷
害
保
険
付
き
黄
色
い
ワ
ッ
ペ

川

ン
千
五
百
枚
新
入
学
児
童
の
交
通

川

安
全
推
進
の
た
め

川
マ
佐
藤
昭
夫
様
(
赤
坂
)

オ
シ
ド

川

リ

の
は
く
製
一
基
豊
殿
小
学
校
へ

川
マ
小
菅
次
雄
様

(
町
吉

田

)

キ

ツ

川

ネ
の
は
く
製
一
基
豊
殿
小
学
校
へ

川

マ

匿

名

木

彫

「
上
田
獅
子
」

川

川
辺
町
児
童
セ
ン
タ
ー

へ

川
マ
木
下
一
郎
様

(
東
前
山
)

車

い

川

す

一

台

社

会

福
祉
協
議
会
へ

川

械

や

お

ふ
く
様
か
ら

川

七

百

万

円

の

ご

寄
付

川

こ

の
ほ
ど
、
側
や
お
ふ
く
様
か
ら

川

救
急
自
動
車
の
購
入
に
と
、
七
百
万

川
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

川

市

で

は

、

こ

の
寄
付
金
を
老
朽
化

川
し
て
い
る
救
急
自
動
車
(
一
台
)
の
更

川

新
に
使
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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-上信越自動車道

設計協議用図面

提示される

市
民
が
ひ
と
し
く
、
早
期
供
用
開
始
を
期
待
し

て
い
る
上
信
越
自
動
車
道
(
関
越
自
動
車
道
上
越

線
)。六

月
二
日
に
は
日
本
道
路
公
団
か
ら
、
上
田
市

議
会
な
ら
び
に
上
田
市
農
協
高
速
道
対
策
委
員
会

に
設
計
協
議
用
図
面
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
対
策
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
要
望
事
項

に
対
す
る
二
次
回
答
も
し
ま
し
た
。

提
示
さ
れ
た
図
面
は
一
千
分
の
一
で
、
長
さ
が

九
・
五
灯
。
現
地
に
お
け
る
切
り
土
・
盛
り
土
の

状
況
や
橋
梁
の
計
画
、
さ
ら
に
は
高
速
道
を
横
断

す
る
道
路
や
河
川
の
計
画
、
移
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
家
屋
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
判
明
し
ま
し

た
昨
年
二
月
、
上
信
越
自
動
車
道
の
ル

l
ト

(佐

久
|
更
埴
間
)
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
日
本
道
路

公
団
で
は
殿
城
地
籍
で
の
中
心
杭
打
ち
式
(
昨
年

六
月
)、
住
吉
地
籍
で
の
仮
称
上
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

高速道路ができるまで

昭和63年 2月25日

D
細
部
測
量

・
追
加
お

C
よ
び
補
足
土
質
調
査

昭和63年 6月20日

中心杭rr.l¥t
「上田山一JI切1の杭」

ギ成 jじ年 3月11日
上回r.c中心杭打 設

平成冗年 6月2日

明説業

ン
ジ
の
中
心
杭
打
ち
式
(
今
年
三
月
)、
設
計
協
議

用
図
面
の
作
成
な
ど
、
一
連
の
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

今
回
、
設
計
協
議
用
図
面
が
提
示
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
上
信
越
道
の
建
設
が
急
速
に
具
体
化
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
日
本
道
路
公
団
、
長
野
県
、

上
田
市
は
提
示
さ
れ
た
図
面
に
基
づ
き
、
側
道
や

生
活
道
路
な
ど
の
よ
り
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て

地
元
関
係
者
と
協
議
を
進
め
る
予
定
で
す
。

高
速
道
路
は
、

地
域
の
産
業
・
経
済
・
文
化
な

ど
に
大
き
く
寄
与
す
る
社
会
資
本
で
す
。
市
で
は

地
域
の
関
係
者
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
積
極

的
に
高
速
道
路
建
設
に
向
け
対
応
し
ま
す
の
で
、

沿
線
の
関
係
す
る
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
全
市
民

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
提
示
さ
れ
た
設
計
協
議
用
図
面
は
、
い

つ
で
も
高
速
交
通
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
高
速
交
通
課
(
内
線
1
5
5
3
)

+t 
==ロ

埋蔵文化財発掘調査

号八，

a又、王

言十
吾J1.，

員又

発⑬ 

キ克

一
花
木
の
植
栽
を
通
じ
て
地
域
の
連

…
帯
意
識
を
高
め
よ
う
!
と
、
神
畑

…
自
治
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
地
区
の
児

一
童
遊
園
地
に
ツ
ツ
ジ
類
、
ハ
ナ
ミ
ズ

…
キ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
な
ど
約
九
十
本
の

一
樹
木
を
植
え
ま
し
た

(
l写
真
)。

一

こ
れ
は
、
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ

ニ一
ケ

一
ィ
助
成
事
業
(自
治
宝
く
じ
助
成
金
)

一
を
取
り
入
れ
て
行
っ
た
も
の
。
地
元

…
で
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
花
や
紅

一
葉
が
楽
し
め
る
と
好
評
で
す
。

一
・
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
(
内

…
線
1
7
0
4
)

【61

緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
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踊
り
・
み
-
}
し
・
太
鼓

連
を
つ
く
つ
て

参
加
し
よ
う

市
民
の
夏
祭
り
、
第
十
八
回
「
上

田
わ
っ
し
ょ
い
」
は
七
月
二
十
九
日

出
の
夜
、
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
市
制
七
十
周
年
を
記
念
し

て
、
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
レ
ま
す
。

あ
な
た
も
、
踊
り
の
輪
に
加
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

上回わっしょい日程表

7月29日(土)

みこ し・・・・・・・・・ー・・・・・・・午後 5時 -6時30分

コンクール(踊り)一-午後 6時 -6時的介

り………ー・…...午後 7時 -9時踊

参
加
「
連
」
の
募
集

7
月
1
日
ま
で

参
加
す
る
「
連
」
の
申
し
込
み
受

付
は
、
六
月
十
九
日
開
か
ら
七
月
一

日
出
ま
で
で
す
。
自
治
会
、
職
場
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
踊
り
連
、
み
こ
し

連
、
太
鼓
連
を
つ
く
っ
て
官
製
は
が

き
(
別
記
)
で
ど
う
ぞ
。(
七
月
一
日

を
過
ぎ
て
か
ら
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
を
)

な
お
、
「
連
灯
ろ
う
」
は
実
費
で
お

分
け
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
連
は
申

し
込
み
の
際
、
は
が
き
に

「
灯
ろ
う

希
望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

-
踊
り
連
の
配
置

本
年
は
、
踊
り
広
場
の
「
連
」
配

置
を
厳
正
な
抽
せ
ん
に
よ
り
決
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長
賞
に
挑
戦
/
-

踊
り
コ
ン
ク
ー
ル

マ
場
所

大
手
町
通
り
(
観
光
会

(オモテ)

…

こ
と
わ
ざ
は
、
生
活
体
験
か
ら
生

一
ま
れ
た
も
の
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

…
に
生
き
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
使
わ
れ

…
る
こ
と
わ
ざ
の
中
に
、
交
通
安
全
を

館
前

1
商
工
会
議
所
前
)
マ
時
間

一
進
め
る
上
で
教
訓
と
な
る
も
の
を
取

午
後
六
時
か
ら
六
時
四
十
五
分
マ

一
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

参
加
資
格
一
連
三
十
名
j
五
十
名
…
①
昨
日
は
人
の
身
、
今
日
は
我
が

マ
参
加
料

一
連
三
千
円
マ
表
彰

一
身
交
通
事
故
は
他
人
事
と
思
わ
な

市
長
賞
、
商
工
会
議
所
会
頭
賞
、
青
…
い
で
、
い
つ
自
分
が
事
故
を
起
こ
す

年
会
議
所
理
事
長
賞
の
ほ
か
、
全
参

一
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
歩
行
者
も
運
転

加

連

に

参

加

賞

マ

審

査

基

準

踊

一
者
も
常
に
交
通
ル
|
ル
を
守
り
、
事

り
方
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
威
勢
が
よ
…
故
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ぃ
、
ユ

ー
モ

ア
・
個
性
が
あ
る
な
ど
一
②
急
が
ば
回
れ
車
を
運
転
す
る

で
す
。

一

と
き
、
近
道
と
な
っ
て
い
る
横
道
を

l
i
l
-
-
*
l
i
l
-
-

…
通
る
と
歩
行
者
や
自
転
車
の
飛
び
出

・
生
演
奏
の
参
加
者
募
集
「
上
回

一
し
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
の
事

わ
っ
し
ょ
い
」
の
生
演
奏
(
楽
器
・
一
故
な
ど
、
危
険
が
伴
い
ま
す
。
遠
く

合
唱
)
に
参
加
さ
れ
る
か
た
を
募
集
…
て
も
安
全
な
広
い
道
路
を
通
行
す
る

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
観
光
課
ま
一
こ
と
が
大
切
で
す
。

で

ど

う

ぞ

。

…

③

後

悔

先

に

立

た

ず

交

通

事

故

…
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
人
が
、
酒
を

…
飲
ま
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
な
ど
、
原

…
因
に
つ
い
て
悔
ん
で
も
取
り
返
し
が

一
つ
か
な
い
の
で
す
。

田

上
回
市
大
手
l
の
け
の
ほ
叩

胴

上
田
市
商
工
部
観
光
課
内

因
』
校
4
ぃ

仮
事
務
所
行

交

通

安

全

「
こ
と
わ
、
ざ
」

で

(ウラ)

安
全
運
転

連
名
「

」

(

伽
--ue
主

魁

)

人
数

れの」

FEu-LV

名

小

学

生

名

踊
り

コ
ン
ク
ー
ル

の
部

参
加

不

参
加

団

体

名

代
表
者
氏
名
・
往
所
・

電
話

み
こ
し
連
の
場
合

交
渉
責
任
者
氏
名

・
電
話

問
い
合
わ
せ
・
:
観
光
課

(内
線

1
4
2
2
)
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華やか初夏

上回さっき会主催の「さっき大展示会」が 6月

2日から 7日まで、勤労者体育センターで聞かれ

ました。初夏を彩る色とりどりのきっき約 250点

が会場いっぱいに展示され、訪れた市民の目を楽

しませました。

“琵琶の音色"

「半
田
淳
子
琵
琶
の
世
界
」
が
五
月
二
十
八
日、

文
化

会
館
ホ
ー
ル

で
聞
か
れ
ま
し
た
。
半
田
さ
ん
は
上
田
市
出

身
で
、
日
本
を
代
表
す
る
琵
琶
奏
者
で
す
。
今
回
は
半
田

さ
ん
自
身
が
作
曲
し
た
曲
目
が
中
心
。
琵
琶
の
独
奏
は
も

ち
ろ
ん
、
市
内
合
唱
団
と
の
共
演
も
あ
り
、
会
場
を
埋
め

た
聴
衆
も
琵
琶
独
特
の
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

優美に

吋
こ
の
ほ
ど
、
今
年
度
の
広
報
モ
ニ

引
タ

l

(二
十
名
)
が
次
の
と
お
り
決

貯
ま
り
、
五
月
二
十
五
日
に
第
一
回
目

ザ
の
会
議
を
聞
き
ま
し
た
。

日

モ

ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報

ん
に
対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
を
お
寄

♂
せ
い
た
だ
き
、
市
民
参
加
の
広
報
紙

日
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
だ
き

一
ま
す
。

(
敬
称
略
・
五
十
音
順
)

ザ
マ
荒
川
キ
ヨ
(
八
舞
)
マ
内
河
久

一
美
子
(
五
加
)
マ
大
宮
秀
子
(
浦
野
)

品
マ
甲
田
貞
子
(
五
加
)
マ
小
菅
昇

一
(
緑
が
丘
北
)
マ
児
玉
晋
(
下
之

同
郷
)
マ
小
林
き
志
子
(
上
青
木
)
マ

吋
清
水
礼
子
(
材
木
町
)
マ
手
塚
登
志

司
代
(
大
手
町
)
マ
手
塚
美
恵
子
(
桜
)

一
マ
中
曽
根
武
彦
(
神
科
新
屋
)
マ
益

一
子
輝
之
(
上
常
田
)
マ
三
ツ
井
壮
三

一
郎
(
新
田
)
マ
宮
沢
郁
夫
(
西
前
山
)

一
マ
宮
下
光
子
(
御
所
)
マ
宮
之
上
孝

叫
司
(
宮
之
上
)
マ
安
田
弘
(
新
田
)

一
マ
山
口
修
明
(
松
尾
町
)
マ
横
関
久

知
雄
(
御
所
)
マ
横
山
二
男
・
(
神
科
新

一
屋
)

[8] 

平
成
元
年
度

広
報
モ
ニ
タ
ー
決
ま
る
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城
下
町
上
回

キ
ャ
ラ
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を
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上
田
青
年
会
議
所
で
は
、
上
田
を
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蓮
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白
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山内

か
町
一
明

提

土

σ

祇園祭での記念撮影

(昭和23年)

寸き>

いいかしら?

恒例の資源活用広場が 5月28日、市役

所駐車場で聞かれました。不用品の即売

コーナーや処分品 コーナーなど、どのコ

ーナーも市価より安いとあって、朝の開

屈と同時に大勢の市民がつめかけました。

どちらが

企
旧
家
が
軒
を
連
ね
て
い
た
当
時
。
道

路
も
舗
装
さ
れ
て
い
な
い

4
司高
層
ビ
ル
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
現
在

56人の力作一堂に

「ながの陶芸庖'89Jが 6月 1日から、

上回創造館美術館で始まりました。県下

の陶芸家56人が、つぼ、花瓶など約 140

点の力作を出品。同展は 6月25日まで聞

かれています。

い
き
だ
っ
た

松
尾
町
の
身
支
度

松
尾
町
の
紙
園
祭
で
の
記
念
写
真

で
、
海
産
物
問
屋
(
今
は
な
い
)
の

前
で
撮
っ
た
も
の
。
昭
和
二
十
三
年

で
す
か
ら
、
四
十
年
も
前
に
な
り
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
、
市
制
三
十
周
年
に

当
た
り
、
市
内
も
何
か
と
盛
り
上
が

っ
て
い
た
と
き
で
す
。

み
こ
し
の
前
を
ね
り
歩
く
手
古
舞

院
愛
す
る
心
を
広
め
よ
う
と
「
城
下
町

一

上

回

イ

メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー」

日
を
募
集
し
ま
す
。

昨
マ
募
集
内
容
①
「
城
下
町
上
回
」

一
を
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
す
る
キ
ャ
ラ
ク

日
夕
ー
で
あ
る
こ
と
②
A

3
判
用
紙
に

ん
カ
ラ

l
着
色
す
る
③
採
用
作
品
は
広

一
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
④
採

一
用
作
品
の
版
権
は
青
年
会
議
所
に
帰

叫
属
し
ま
す
⑤
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

一

せ

ん

マ

募

集

期

限

七

月

十

日
間

一
ま
で
マ
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

平
上
回
青
年
会
議
所
事
務
局
(
上
田
商

問
工
会
議
所
三
階
・

8
@
5
0
7
4
)

姿
の
女
の
子
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
が
、
当
時
の
松
尾
町
の
身
支
度
は

い
き
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
自
慢
で
も

あ
り
ま
し
た
。
竹
製
の
花
笠
を
か
ぶ

り
、
紹
の
着
物
に
三
尺
帯
、
そ
し
て

足
に
は
脚
半
を
ま
い
て
:
・
。

何
し
ろ
、
物
資
統
制
で
物
が
な
い

と
き
。
わ
た
し
の
よ
う
に
食
堂
を
経

営
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
厳
し

い
時
代
で
し
た
。
野
菜
な
ど
も
塩
田

方
面
へ
買
い
出
し
に
行
っ
た
も
の
で

す
。
そ
の
こ
ろ
、
わ
た
し
は
「
中
華
」

と
い
う
お
菓
子
を
考
案
。
サ
ツ
マ
イ

モ
の
あ
ん
を
薄
く
焼
い
た
メ
リ
ケ
ン

粉
の
皮
で
く
る
ん
だ
も
の
で
、
け
つ

こ
う
評
判
で
し
た
ね
。
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ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

地
区
別

「
市
長
と
語
る
会
」
を

開

催

し

ま

す

四
月
か
ら
開
催
し
て
き
ま
し
た
「市

長
と
語
る
会
」
も
す
で
に
十
四
会
場

を
終
え
、
残
す
二
会
場
の

日
程
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た。

-
別
所
温
泉
地
区
マ

と
き

六

月

二
十
六
日
間
午
後
七
時
三
十
分
j

マ
と
こ

ろ

別
所
温
泉
セ
ン
タ
ー

-

川

西

地

区

マ

と
き

六

月

二

十

八
日
附
午
後
七
時
三
十
分

1

マ
と

こ
ろ

川
西
公
民
館

V
問
い
合
わ
せ
企
画
課
(
内
線

1

2
2
1
・
1
2
2
2
)

母
子

・
父
子
家
庭

の
皆
さ
ん
へ

寸
包
(
父
)
と
子
の
集
い
L

に

ご

参

加

を

市
と
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
次

に
よ
り
「
母
(
父
)
と
子
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
七
月
二
十
三
日
日
午
前

八

時

市

役

所

出

発

マ

と

こ

ろ

嬬

恋
高
原
つ
つ
じ
ケ
丘
牧
場
マ
参
加

費
小
学
生
以
下
一
人
八
百
円
、
大

人
(
中
学
生
以
上
)
千
円
。
い
ず
れ

も
昼
食
代
を
含
み
ま
す
。
マ
申
込
方

法
福
祉
課
ま
た
は
母
子
寡
婦
福
祉

会
役
員
へ
現
金
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
(
パ
ス
四
台
)

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
マ

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
(
内
線
1
6

0
7
)
 

農
作
物
に
対
す
る

害
鳥
駆
除
に
ご
協
力
を

カ
ラ
ス
、
ス
ズ
メ
、

ド
バ
ト
な
ど

の
食
害
に
よ
り
、
農
作
物
被
害
は
年

間
三
千
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
銃
砲
に
よ
る
有
害
鳥
獣
駆

除
を
、
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

マ
実
施
期
間
六
月
か
ら
十
一
月

ま
で
の
予
定
。
時
間
は
日
の
出
か
ら

午
前
七
時
、
午
後
四
時
か
ら
日
没
。

V
対
象
作
物
稲
、
大
豆
、
果
樹
な

ど
マ
実
施
地
域
上
田
市
全
域
(
予

定
)
マ
そ
の
他
実
施
の
際
は
そ
の

つ
ど
有
線
放
送
で
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。
特
に
レ

ー
ス
鳩
は
ご
注
意

を

マ

問

い

合

わ

せ

上

田

市

有

害

鳥
獣
駆
除
対
策
協
議
会
(
農
林
課
・

内
線

1
4
5
5
)

日入
口
浜

・
能
生
に

寸
海
の
家
L

を
開
設

7
月
l
日
1
8
月
引
日

市
で
は
、
毎
年
上
越
市
谷
浜
と
能

生
町
の
二
か
所
に
「
海
の
家
」
を
開

設
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「海の家」料金と利用時間r一 日周料金 一人 1子 ども 一 利 用時間

飯田 |卜!一2一日一食帰付り) 喝白，日800F9 崎4，500内問F9 1 午後 l 時~屋 翌日午前 10時

L__l_i童事な し)I 800円 600円 I午前同時~

るまきゅ 宿泊 午後 4時

~日，食2日事食帰いむイりは寸じ) I 5，000円 4，500円 正午~翌日午前 10時

つ I 600円 400円午、前ij6時~午後5時
I ~VVI J I C兵余屋利用 です)

7
/
1
出
1
7
/
7
働
は

所 す 場 る し 取 と
。合きてりもマ

各利はゆく消電申
公用、うだし話し
民券直」さので込

回 一せ館を営をい場直み
で 生 の 日 。合接

白山神社 生配活浜帰 も子①
布環茶 t) マ 、 約 宿

能生 E-----1 掬し 境 屋 で そ 早 を 泊
一~ 北陸本線 境ま課と利のめ

民宿 「まるきゅう 」 課す 、な用他に②日
ft 0255 I@ 2882 -------.。各りす「連予帰

新潟県能生町京小町7211 内 支まるま絡約り

行ろ (月)・マき・先マずマ・ と 1 ・
政 午行と 土 と れ と 日 こ 日農
に上前政 こ 7 地生 こ もき常ろ仕)地
対田 10相ろ月・活ろ午 生 午問
す西 時談 13建環 後 7 活農前題
る武 1 西日物境本 1 月の業 8 相
苦 (午マ庁闘の課庁時 14法委時談
情 3 後 と 舎午法 2 舎 30 日律
、階 3 き 2 後律 rコ 3 分働相会分マ

線
要)時階 1相階 1 ・談 j と
望マ 7 時談: 3282 正き

内マ月 1 2マ時 HAL
容 と 10 4 マ 5予 30幽川

制
日 時 と )約分い) マ月

(注)料金は消費税込みの金額です。

任争

盟十コ
・・Eヨ圃 谷 兵 戸E一一一一一一一一一ー

北陸本線

旅館 「飯田屋」

ft 0255⑬ 2101 
新潟県上越市長浜 135

医盟

ζ藍E

「
全
国
安
全
週
間
」

市県民税…・…………...・H ・-… 1期

【10]

納期限 は6月30日(金)です。

よろ しくお原直い します。

・収税課(内線1304)

広報うえだ1.6. 16 
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年
一
回
は
受
診
を

健
康
診
断
・

子
宮
、
か
ん
検
診

画
一
般
健
康
診
査

成
人
病
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象
者
四
十
歳
以
上
の
人

マ
受
診
場
所
市
内
の
全
病
院
・
医

院
(
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
)
マ
受
診
方
法
次
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
①
診

察
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、

血
液
検

査
な
ど
の
一
般
診
査
(
無
料
)
を
受

け
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に

精
密
診
査
(
千
円
)
を
受
診
②
一
般
診

査
と
精
密
診
査
を
同
時
に
受
診
(
千

円
)

園
子
宮
が
ん
検
診

三
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
症
状
が
な

く
て
も
年
一
回
、
子
宮
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

「
体
が
ん
検
診
は

医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
」
が
受
診

で
き
ま
す
。

マ
対
象
者
三
十
歳
以
上
の
女
性

(
市
民
に
限
る
)
マ
受
診
場
所

市

内

の

産

婦

人

科

医

マ

費

用

子

宮

頚
が
ん
の
み
千
円
、
子
宮
頚
が
ん
と

子
宮
体
が
ん
で
千
七
百
円
。
※
な
お
、

①
七
十
歳
以
上
の
人
②
生
活
保
護
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
。

②
の
人
は
事
前
に
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
4
)

へ
連
絡
を
。
無
料
受

診
券
を
発
行
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

・

事
業
所
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
庁
で
は
、
七
月
一
日
現
在
で

サ
ー
ビ

ス
業
基
本
調
査
と
事
業
所
統

計
調
査
(
変
動
状
況
に
関
す
る
調
査
)

を
実
施
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
は
、
サ
ー

ビ
ス
業
事
業
所
の
従
業
者
数
や
事
業

収
入
金
額
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で

万②

bとき 6月25日(日)午前 9時 bところ 文化

会館ホール t-内容 岳風会による 20周年記念吟

道大会(入場無料)

---創立20周年吟道大会

二一一国体軟式野球県代表決定大会

bとき 7月 1日仕)午前 8時30分~、 2日(日)午

前 9時- t-と ころ 市・県営野球場(2日は市

営のみ)T-内容 成年 1部・ 2部の県代表決定大

会(入場無料)

一一一日本民芸夏期学校

t-とき 7月 7日倒午後 1時30分 t-ところ

上田市民会館 2階 b内容 武蔵野美術大学長・

水尾比呂志さんの講演「工芸文化」があります。

主催は上田民芸協会(入場無料)

一二二鎌倉と上回を結ぶたて笛の響き二二二一

t-とき 7月 9日(日)午後 4時 bところ 文化

会館ホール t-入場料 600円。チケ ッ トは中央公

民館にあります。 b内容 リコーダーによる 交流

演奏会。演奏はビ一(鎌倉)とピポ(上回)。曲目

は「ぼだい樹の下で、ディズ、ニー曲集」など。

与 図 み き 訓 害 貸 戸田園田ーー..， -----・おい訪六使用 状事す
条書 マな練者し市 | | 内間願し問月用い調況業 。
件館七 貸 行 き が しで I三| 線いいまし下さら査を所ま
あ(月与動れ安まは~尊 I "i合しすて句れれ票調のた
り包 八頭のた全す、-p- 2 わ ま の 、 か る 、 は 査 新
可⑫日数自犬に 。次 |ぉネl r 1 2 せすで調らこ課統し設事

日)一票守む |員を1 2J2ζ5企。司妻望 lS号主手 J
7 で頭得便る犬り Iu I ~事茎ど' 画 査の員あどの。業統
5 に ら用よは盲山 長三塁盛芯 課 に 記 が り 他 目 な 計

二古 ;~1*~t~~ 1 ~ I ~密齢、 許属会主52男 去望
(点しすり 別 覚を I9 I d .~ d 係 力お所ん的け 異は
貸字込。大に障お |' | ‘ を願を 。にに 動

線・マばドママ婦マママ・ママママママママママママママママ・
1 問リん ニ電人自ベベゆ五ススゴ編べ安都都サ石ノ〈窓エホスゆ
3 いヤ(マ段気用転ビビず月キクルみ ッ 楽市市ウ油イ用ア ツ | ず
9合カ小食べミ)車 1 1 つ人 1 1フ機ド い ガ ガ ナ ス ク 扇 コ ト ッ り
O わ |学堂ツシ (ラベて形板タセ すススぶト(風ンカ(ま
)せ 生用ドンマ幼 ツツ 〈、 ----- 1 ッ無無 用用ろ 150機 l五す

マ 用テ 洗児クドだこ 180_____ ト料料無 ふ こ ブ C.C 無ラ
生エ '--" 1 ママ j雇用 さいで 50 料 ろん 五 )無料 l六
活レ ブシテ機、 マ マ い の ' - - "c.c三マ釜ろ 1干料 歳
環クマルン レ子子べぼ)万机 六円三 千用
境トワ グ ビ マどどビ り千 円 二 三干、 i 円)
課 1 1マル冷も も | 円一 無万千円二
(ンプそべ 蔵 用 服 カ 無 万 料円円千
内ロろ ツ 庫、 | 料円 円

不
用
品
登
録
情
報

無
料

広報うえだす.6. 16 .，ZE
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-7月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時 -2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)01歳 6か月児は、

赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入して

お持ちください。 3歳児の健康診査票は、様式

が変わりましたので、健診日に会場で記入して

いただきます。

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健診 実施日 対 象 児

7月4日 元年 2月16日-2月28日生
4か 月 児

7月18日 元年 3月 1日-3月15日生

7月6日
10か 月 児

63年 8月16日-8月31日生

7月26日 63年 9月1日-9月15日生

7月5日 62年12月16日-12月31日生
1歳6か月児

7月19日 63年 1月1日-1月15日生

3 
7月7日 61年 6月1日-6月15日生

歳 児
7月17日 61年 6月16日-6月30日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

元年 2月16日-3月15日生

63年 8月16日-9月15日生

62年11月16日-63年1月15日生

川西社会福祉センター(川西地区)

元年 2月16日-3月15日生

63年 8月16日-9月15日生

62年12月16日-63年1月15日生

-ツベルクリン反応模査
BCG予防接種

[>対象者 ①昭和63年 4月 1日~平成元年 3月31

日までに生まれた子 どもさん、 4歳未満でツベル

クリン反応検査を 1回も受けていない子どもさん。

② 4歳未満て¥前回のツベルクリン反応検査では

陰性と判定きれたが BCG接種を受けていない子

どもきん(ただし 4歳以上で未接種の子 どもさん

は、小学校 1年生の とき学校で実施します)

亙更亘 上回の森フェスティパル

信大と上田女子短大の学生が、市民との交流を

目的に開催します。お気軽にどうぞ(入場無料)。

仁〉とき 6月25日(日)午前10時~午後4時30分(雨

天の場合は 7月 2日(日))[>ところ 信州大学繊維

学部 b内容 ステージ、露脂、バザー(午後 5

時からはノfーティーも あります)

b持ち物 母子健康手帳、問診票(赤ちゃん手帳

の中にあります。会場にも用意しであります)

b注意事項 ①赤ちゃん手帳の中に予防接種前後

の注意事項がありますので、お読みください。②

ポリオ・ MMR(麻しん 、おたふくかぜ 、風しん)

などの予防接種を受けた場合は 1か月間、日本脳

炎予防接種を受けた場合は 2週間を経過してから

お受けください。また、 BCG予防接種を受けた

場合、 1か月間ほかの予防接種は受けられません o

bその他 今回のツベルクリン反応検査の結果、

陽性・疑陽性者には再検査を行し、ます。該当者は

8月 1日(刈に再びツベルクリン反応検査をお受け

ください。

ツベルタリン反応検査、判定・ BCG接種目程表

医空旦
ツ B 4tE 〉. 場 対象地区

C 
反 G 

上田市保健センター
東部(踏入・泉町・上常国・中常国

7 1 7 
下常田・北常国 ・材木町・常入)

月11 月13 
(甫役所南庁舎 2階)

中央 横町・海野町・原町・袋町・馬
場町・田町・丸堀・木町・北大手)

(日火) 休日) 神科の一部(畑山・伊勢山・富士見
上 野が丘公民舘 台・神科新屋・野竹づ11原・岩門)

豊殿

北部(上川原柳町・下川原柳町・愛
宕町・柳町・上鍛冶町・鍛冶町・

7 1 7 上房山・下房山 新田 上紺

月月
上 田市保健センタ ー 屋町)

(市役所南庁舎 2階)
西部(下紺屋町・鎌原・西脇・新町・

12 1 14 生塚・新屋・諏訪部・常磐町・緑

日日 が丘緑が丘北緑が丘西・
城北)

か同 (蛍

神川地区公民館 神川の一部す台(大屋み・岩す下ず・下青)木
みす 南 ・ 台北

7 1 7 川辺町会館 川辺 ・泉田
/ / 

(|火8) 
20 神科の一部 (f染呆屋・蛇沢・金井 山
ヤlサ 上里子力、丘公民館 口 ・大久 笹井・西里子竹・

長島・金剛寺

7 1 7 神川の一部(上青木・梅が丘・久保

/ / 神川地区公民館 林・黒坪・上沢 国分下堀・

(?|ド9j 
21 上堀)
(針

塩田母子健康センタ ー 中塩田・別所

7 7 上 田市保健センター 南部 (北芙神町・南天神町・泉平・本町・|

/ / 
(市役所南庁舎 2階)

松尾町・鷹匠町・末広町・大手町)

2tK5 1 
27 塩尻
同

塩田母子健康センタ ー 東塩田・西塩田

2か/7 k6 j 働2/ 7 8 
川西社会福祉センタ ー 川 西

三 好町会館 城 下

8(火/)| 
8/3 

上(市田役市所保南健庁セ舎ン2タ階ー) 
再検日(今回のツベルクリン反応

休j が陽性・疑陽性者)

※時間は各会場とも午後 1時30分から 2時30分まで

手話五 小室等コンサート

bとき 7月 8日(士)午後 6時開場 [>ところ

上田市文化センタ- [>内容 小室等 コンサー ト

(テーマは「友だちいっぱい 夢いっぱいJ ) 

b料 金 大 人2，000円、中・高生1，000円 b問い

合わせ 障害者の自立を目指すわっこの会 (ft@

3930) 

広報うえだ1.6. 16 [12] 
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